
診療情報を利用した臨床研究について 

 

平塚共済病院呼吸器内科では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、通常の

診療で得られた記録をまとめるものです。この案内をお読みになり、ご自身やご家族がこの

研究対象者にあたると思われる方の中で、ご質問のある場合、またはこの研究に診療情報を

使ってほしくないとお思いになりましたら、遠慮なく下記問い合わせ先までご連絡下さい。

なお、登録を拒否されたことで、日常の診療等において患者さんが不利益を被ることは一切

ございません。 

 

（１）研究概要について 

  研究課題名： 

(1) 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関するレジストリ研究（国立国際医療研

究センターとの多施設共同観察研究） 

(2) ファビピラビル等の抗ウイルス薬が投与された新型コロナウイルス感染症患者の背景

因子と治療効果の検討（観察研究）（藤田医科大学との多施設共同観察研究） 

 

  研究期間：2020 年 4 月 10 日 ～ 2023 年 1 月 31 日 

  実施責任者：平塚共済病院 呼吸器内科 神 靖人 

 

（２）対象となる方 

研究の対象は、2020 年 4 月 10 日以降に COVID-19 と診断され以下の項目をみたす症例で

同意が得られファビピラビルを投与した患者さんです。 

 □ 重症あるいは重症への移行が危惧される。 

 □ 50 歳以上の患者で、酸素投与が必要な状態である。 

 □ 糖尿病・心血管疾患・慢性肺疾患、喫煙による慢性閉塞性肺疾患、免疫 

抑制状態等がある。 

 □ 年齢によらず、酸素投与と対症療法だけでは呼吸不全が悪化傾向にある。 

 

（３）研究の意義・目的 

2019 年末に中国で発生した新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）は急速に世界

に広がり、日本でも各地で感染が確認されています。COVID-19 による肺炎は 3-4%程度で

致死的となるなど重症になる例も多いのが現状です。現時点で有効な治療薬はなく、対症療

法が治療の主体となっており 1 日でも早い新規薬剤の開発が急務です。一方、コロナウイル

スは RNA ウイルスであり、RNA ポリメラーゼ阻害作用を有する抗インフルエンザ薬であ

る、ファビピラビル（商品名：アビガン®）の有効性が期待されています。ファビピラビル

は新型または再興インフルエンザウイルス感染症が発生し、国が必要と判断した場合にのみ

使用できる薬剤ですが、2020 年 2 月 22 日 COVID-19 に対しての使用が厚生労働大臣によ

り許可され、現在臨床試験（観察研究）が進行中です。本薬剤が COVID-19 症例に有効で



ある可能性があり、本薬剤による治療を行った症例に対して、臨床情報と有効性につき後ろ

向きに集積し観察研究を行います。 

 

（４）研究の方法 

ファビピラビル（商品名：アビガン®）処方時の説明文書および同意書を用いて、薬剤投与

患者さん本人あるいは代諾者に説明し、同意・承諾をいただきます。また、治療終了後の観

察研究（レジストリー登録）についても、現在同薬剤投与にあたり、多施設共同の観察研究

に参加登録が必須となっており、同時に説明し同意・承諾をいただきます。 

 

（５）個人情報の保護について 

お名前、住所などの個人を特定する情報につきましては厳重に管理を行い、学会や学術雑誌

等で公表する際には、個人が特定されないような形で使用いたします。また、本研究に関わ

る記録・資料は研究終了後、2033 年 1 月 31 日まで保存いたします。その後、個人が特定

できる画像・臨床データに関しては破棄されます。 

 

（６）研究成果の公表について 

本治療薬開始により気道、肺内のウイルス量が減少し、ウイルス感染後の回復が早まり、救

命できる症例が増えることが期待されます。 

この観察研究は診療記録を使用した後ろ向き研究であり、被験者が研究参加により直接的な

利益を得ることは考えにくい一方、本研究成果が論文化され公表されることで新型コロナウ

イルス関連感染症患者全体に還元されれば、社会全体に対する利益が得られ、被験者も間接

的に利益を受けることができます。 

 

（７）費用について 

本臨床研究にご参加いただくにあたり、患者様にご負担いただく費用はありません。 

 

（８）問い合わせ等の連絡先 

平塚共済病院 呼吸器内科 神 靖人 

（ 対応可能時間：平日 ９時～１７時 ） 

電話：0463-32-1950（代表） 


